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　　　　　図12　荷重～伸び率曲線の比較
　　　　　　　　Aa一グラフト綿布タテ方向

　　　　　　　　Ba…　照射綿布　タテ方向

　　　　　　　　Ca一　付着綿布　タテ方向

　　　　　　　　Oa一原綿布タテ方向

る照射綿布とグラフト綿布とを比較した場合，いずれも

照射線量は1，3Mradであるけれども，グラフト綿布は

照射綿布よりも第1降伏点の強度は減少し，伸び率は増

加している．また第2降伏点においても同様な傾向が認

められる．これらの現象が何に起因するものであるか明

らかではないが，次のように考えることもできよう．未

照射試料と照射試料との降伏点の現われ方の大きな差

異，および照射綿布とグラフト綿布との降伏点前後の曲

線形態の類似から，繊維構造は照射によって何らかの変

化を生ずる．また照射綿布とグラフト綿布との降伏点の

強度および伸び率の差から，シリコーンがグラフトする

ことにより繊維構造に何らかの変化を与えている．この

系でのシリコーングラフト反応は繊維の非晶部分でおこ

なわれる．この非晶部分にシリコーンがグラフトするこ

とによって，結晶部分を破壊する可能性は少ないが，繊

維の凝集状態が変化する可能性は大きい．照射およびグ

ラフト反応によって分子間の結合の弱いところの切断，

または繊維の凝集状態の弛緩が惹起されるならば，第1

降伏点として現われ，その程度によって降伏点のずれが

生ずるであろう．また照射により分子鎖の切断が起きれ

ば，第2降伏点として現われ，照射時にシリコーンが共

存することにより，繊維の重合度低下が加速されるなら

ば，第2降伏点における強度低下として示されるであろ
う．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正　　誤　　表

　以上でこの解説を終了するが，つぎのように要約でき

る．

　1）　セルロース～シリコーン系の放射線グラフト反応

は可能である．しかしポリマー一～モノマー系放射線グラ

フト重合と異なり，連鎖反応ではないので反応速度は遅

い．

　2）　この系の反応は，照射中生成するラジカルの直接

反応とパーオキサイドを経過する反応との2種類があっ

て，セルロースとシリコー一ンとはC－0－SiおよびC－Si

の結合によってグラフトしている．

　3）　この系の反応によって得られたシリコーングラフ

ト綿布は，すぐれた擾水性を示し，かつ十分なる耐久性

を有する．しかしその接水機構はいまだ明らかでない．

　4）　シリコーングラフト綿布は特異な機械的性質を示

す．繊維表面および繊維内部におけるシリコt－一・一ンの存在

形態に起因すると考えられるが詳細は不明である，

　なお，実験結果の提示を省略させていただいた部分が

あるので，理解しがたい点が多いかと思い，深く御詫び

巾し上げる．
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